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子どもが病気の時は、親子それぞれにとって心身ともに多
くの援助が必要になります。上伊那生協病院併設の「病
児保育室 いちごハウス」では、幅広い専門スタッフが責
任を持って病児の保育と医療的なケアを行い、上伊那地
域の親子の育児と就労の両立を広く支えています。

上伊那医療生活協同組合
病児保育室 いちごハウス

毎号、福祉の現場に新しい風を吹き込む
スタッフをご紹介します。

上伊那郡箕輪町中箕輪 11324（上伊那生協病院敷地内）
【電話番号】0265-79-9214
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病児保育室 いちごハウス 室長
在宅医療事業部長

村田 裕子さん

病児保育室 いちごハウス 課長

三ツ井としみさん
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子どもの健全な発育を保障し、小さな集団だからできる関わりを

地域の親子の安心のために
子育て中に「子どもが発熱したけれど、仕事を休めない」

と悩む保護者は決して少なくありません。そんな時に強
い味方となるのが、病児保育です。上伊那生協病院併
設の「病児保育室 いちごハウス」は、上伊那地域の箕
輪町、南箕輪村、辰野町、伊那市在住者と、700 人超
が働く上伊那医療生活協同組合の職員を対象に、保育
士、看護師が病院の小児科と連携を図りながら、1 歳か
ら小学 6 年生までの病気の子どもたちのケアにあたって
います。

開所は 2009 年。当初は法人の看護師や介護士など
人手不足解消のため、職員のみを対象とした定員 2 ～
3 人の小さな保育室でしたが、地域からの熱い要望を
受け、少しずつ 4 市町村の職員以外の病児を受け入れ、
規模や体制を拡大してきました。各市町村から委託料と
して補助も受けられるようになり、未就学児の保育料無
料化も実現。次第に見学や視察が訪れるようになり、今
では各市町村に病児保育施設が増え、保護者がより身
近な場所で病児を預けられる環境が整っています。

保育室での 1 日の過ごし方は通常の保育園と同様で
すが、病児を預かる上で最も意識しているのが、子ども
の表情や声などから異変を見逃さないこと。保護者やか
かりつけ医と現在の病状や既往歴、アレルギーなどの情
報を共有し、保育中に体調変化やケガなどがあれば、そ
の都度保護者に連絡した上で、必要に応じて保育室にい
る看護師の処置や上伊那生協病院の医師の診察を受け

ています。「大切にしているのは親御さんが安心して子ど
もを任せられること」と村田さんと三ツ井さん。室内には
マニュアルも常備し、不測の事態でもすぐに対応できる
姿勢で日々の保育に努めています。

支える人を支える取組
職員が向上心を持って安心して働ける環境整備にも

力を入れています。毎月、感染管理認定看護師や小
児科医などの専門家による学習会を行い、感染症対策
や熱性痙攣、異物誤嚥対応、蘇生法などを勉強。近
年は発達特性を持つ子どもも増えていることから、毎
年 1 ～ 2 回、発達特性の学習会も開いています。こ
うした勉強会は 4 市町村に広く案内し、保育職や療育
関係の従事者だけでなく、関心のある保護者の参加
も。4 市町村の保育施設とは会議の場を設け、さまざ
まな情報交換も行っています。また、各市町村の行政
とも連携し、お互いの要望を把握し、情報交換を行う
などし、保育の質の向上にも取り組んでいます。

加えて、職員一人ひとりの面談や目標管理も実施し、
成長できる体制の構築が職員のやりがいや自信にも
なっています。「一時預かりの病児保育は点と点の保
育ですが、子どもを預ける保護者の不安な心情に寄り
添い、感謝の言葉をいただけると、絆が感じられてう
れしいですね」と笑顔で話すお二人。職員を支える仕
組みが、結果的に利用する親子の安心・安全な保育に
つながっています。

4 5

1 2 3

1働く職員の要望を受け法人課題として多職種で「いちごハウス」の設
立に尽力してきた村田さん（左）と、開所後すぐに入職し、自身の子どもも

「いちごハウス」に預けながら、パートから正職員になった三ツ井さん（右）。
23入院を必要としない程度の病気やケガの子どもを、月曜から金曜の
8 時から18 時まで予約制で受け入れ。緊急時は当日朝 7 時 15 分まで
予約対応。利用者は各市町村に事前登録し、かかりつけ医の診察による
医師連絡票を持って受付を行う。定員は 1日 10 名で、保育スタッフは 9
名在籍。保育室は 3 室で、病状や発達などに応じた部屋割りで、症状や
様子を見守りながら保育を行う。玩具は手作りや良質なおもちゃを用意し、
感染症対策として消毒を徹底。アルコールで除菌ができない図書は、利
用後ウィルス不活性化まで 3 日間放置させる。45対象市町村の在園児
と職員の保育料は無料。希望に応じて昼食 310 円、おやつ 50 円で用意し、
病児保育食にも対応。土曜保育は職員のみ対象。
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特集 福祉人材の確保・定着
…………………………

女性が働きやすい
職場づくりを！
～法人内での職員向けの託児～

福祉事業所で働く女性職員は、日々の業務と、家庭での子育てを両立している方も多くいます。子育てをし
ながら働く一方、事業所が利用者により良いサービスを継続して提供するためには、スタッフがよりよく働くこ
とが重要で、その取組として女性が働きやすい職場環境を整備し、定着を図っていく必要があります。
多様な女性の働き方の PR として、本会が開催した女性向けの福祉の仕事を知ってもらうガイダンス及び実際
に子育てと福祉の仕事を両立している事例を紹介します。

本ガイダンスは福祉の仕事に興味はあるもの
の、就労まで至らない女性（子育て世代等）が
気軽に集まり、福祉の仕事を知り、子育て世代に
あった多様な働き方ができる事業所との対話が
できる場として開催し、20 名の参加がありました。

従来の職場説明会のスタイルではなく、一つ
のテーブルに、参加者と介護現場等で働く女性
スタッフが同席し、実際の事業所での女性職員
の働き方や、子育てや介護をしながら働き続け
るために、仕事と家庭が両立しやすい職場環境
の話題に花が咲きました。

会場内はアロマオイルの香りが漂い、ハーブ
ティーと人気の QUON のテリーヌチョコレート
を味わいながらやわらかい雰囲気で対話できま
した。また、ハンドマッサージの体験コーナー
も設置し、参加者からは「隣にすわって友達感
覚で福祉のお仕事の相談をすることができた」

「ハーブティーやハンドマッサージで癒され、明
るい雰囲気でお話ができた」などの感想があり
ました。

中には、子育てをしながら女性が主体となっ
て活躍できる職場として、介護の仕事に興味を
抱き、早速、職場体験を希望された参加者もい
ました。

女性のためのふくしのお仕事ガイダンスを開催しました！
令和6年11月24日（木）若里市民文化ホール
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花村さんは、社会福祉法
人敬老園で働いていて、出
産後、育児休暇を 1 年取得
し、職場復帰しました。復帰
後は、サンパレスときわぎ（介
護付き有料老人ホーム）で
勤務し、同法人が運営する「認

定こども園・キッズうえだみなみ」に 2 歳の娘を預けな
がら働いています。
「キッズうえだみなみ」では、事前申請があれば日・祝

日の受入れや、時間外
保育にも対応しており、
法人内の職員だけでは
なく地域の子育て世代
も支えています。

花村さんは、朝7時
30 分に 娘 を 預 け、8
時から16時 30 分まで
働き、17 時にお迎えに

いきます。
ある日、感染症が流行し、同僚の職員が感染したこ

とにより少し仕事が伸びてしまいました。花村さんは、
すぐにこども園に連絡したところ、快く延長保育を引き
受けてもらい、人手が足りなくなることなく働くことが
できました。同法人であるこども園は事業所の状況や
職員への理解があり、「1 から説明しなくても理解して
もらえるのでメンタル面でも安心して働けますし、仕事
で延長保育になった場合は延長分の保育料は法人が補
助してくれるので助かります」とお話いただきました。

サンパレスときわぎでは、感染症対策を行いながら
家族の面会や地域のボランティ
アを招いて様々な行事を行って
いて、「休みの日には子どもを連
れてきて利用者に子どもを紹介
したり、一緒に行事参加するな
ど、私生活でも関わることができ、
とても楽しい職場です」と花村さ
んからお話いただきました。

色 部さんは、 出
産後、医療法人コ
スモスへ就職し法
人内の「託児所た
んぽぽ」に子どもを
預け働いています。
色部さんが医療法
人コスモスへ就職し
たきっかけは、託児
所付きの介護施設

という点があげられます。産後に保育園を探す必要が
なく、同法人に子どもを預けながら働けるので、仕事
復帰がとてもしやすいことが理由です。
「託児所たんぽぽ」は医療法人コスモスグループで

働く職員の子どもを、仕事の合間に預かる施設として
開設しました。働くお母さんを応援する施設で、法人
内に保育士が勤務する託児所があることで、少し熱が
高い時や、お昼ご飯にアレルギーの出やすい食材が出
るときなども、すぐに連絡があり、些細なことでもすぐ

に確認していただけるので安心して子どもを預けなが
ら働くことができます。

また、「託児所が同じ施設内にあり、通勤時間も短
縮でき、家庭の時間も確保できているので助かってい
ますし、子どもが熱を出して内服薬が必要な時は、お
昼に仕事を少し抜けて薬をあげられるので生活の面で
も助かっています」と色部さんは語ります。

利用料は 1 日 1,000 円で 500 円の補助が法人から
出ていて、金銭面で助かっています。
「託児所では、年下から年上の子まで幅広い子ども

が一緒にいるので、遊
び等で刺激を受けること
もいいことだなと思いま
す。たまに同じ敷地内で
子どもたちがお散歩して
いる所も見ることができ
て、嬉しい気持ちにもな
ります」と多くの感想を
いただきました。

花村 智菜津さん（社会福祉法人敬老園 サンパレスときわぎ）

色部 ちひろさん（医療法人コスモス グループホームコスモス長野）

事例

１

事例

２
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その他、
かわいいマスコット

キャラクターが集合したり、
スタンプラリーなど様々な

お楽しみイベントを
行いました！

 「ふくしニア」で福祉の
仕事の魅力を発信！

 Streaming 
Red の演奏で

会場のボルテージ
も最高潮！

刑務所作業製品や障がいのある方々の作ったパンやお菓子、布製品の販売

10 月 15 日に株式会社新朝通信社様から 5,000 円、11 月 27 日に
Mrs of the year 長野大会事務局様から、３万円のご寄付をいただき
ました。

今後の生活困窮者支援、交通・災害遺児支援等の事業のために活用
させていただきます。

株式会社新朝通信社 様、
Mrs of the year 長野大会事務局 様 より
ご寄付をいただきました

〔写真〕右：Mrs of the year 長野大会事務局 代表 河合波美 様
左：長野県社会福祉協議会 竹内善彦 常務理事

このフェスティバルは、「長野県地域福祉活動計画　信州ふっころプラン」に基づき、地域共生社会の推進、
福祉の魅力発信、実践者を讃えるの３つを柱とし、毎年、福祉関係団体が協同して開催しています。

今年は、YouTube チャンネル「寺田家 TV」で車イス人生を激走する家族として、様々な発信を行っている、寺田ユー
スケさん、真弓さんご夫妻に総合司会を担っていただきました。また、オープニングでは障がいのある方々の楽団ケ・セ
ラさんに演奏していただき会場を盛り上げていただきました。

地域共生社会推進フォーラムでは、2018 年平昌オリンピッ
クの女子500mスピードスケート金メダリストの小平奈緒さん

（相澤病院ブランドアンバサダー）をお招きし、小平さんの
ご経験の中から、人と人、人と社会がつながり支え合うこと
の大切さなどをお話しいただきました。

長野県介護技術コンテスト・福祉の仕事フォトコンテスト表彰式では、利用者の
自立につながる介護のエピソードを撮影した動画の優秀作品及びありがとうの瞬間
を写した優秀作品を表彰し、司会の県社協介護の仕事アンバサダーの上条百里奈
さんと受賞者が作品の紹介を行い、福祉・介護の仕事の魅力を伝えました。

長野県社会福祉大会では、
地域や社会福祉施設等において、長年にわたり様々な福祉実践を続
けてこられた 191 名 11 団体の皆さまに感謝と敬意を表しました。

この他、様々な団体が地域共生社会の推進や福祉の魅力発信の
ため展示・体験・販売ブースを行いました。

ふっころ
information

インフォメーション

主催：信州ふっころフェスティバル 2024実行委員会
会場：イオンモール松本ほか

信州ふっころフェスティバル2024信州ふっころフェスティバル2024をを
開催しました！開催しました！
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ご感想・お問合せ・掲載希望等は
下記へお寄せください
長野県社会福祉協議会 総務企画部 企画グループ
TEL 026-228-4244／FAX 026-228-0130
E-mail info@nsyakyo.or.jp

Webサイトもご覧ください！
福祉・

介護べんり帖
信州福祉・
介護のひろば

長野県
社会福祉協議会

長野県福祉研修共同サイト
きゃりあねっと

� � � � � � � � � � � �

ある通所事業所（生活介護）の重い障害のあるひとが集まって活動する部屋で、
にぎやかな声や音に混じって、『コン、コン、コン…』という音が響いている。その
音はとても規則正しい。かなり大きな画用紙を囲んで何人かがスタッフさんたちと
一緒にクレヨンや色鉛筆でぐりぐりぬりぬりをしている。その一角で松澤さんはクレ
ヨンを紙に『コンコン…』と打ち付けている。時に調子に乗れば打ち付け方が強く
なる。紹介する作品は黄色の画用紙にクレヨンコンコンをしたものだ。よく見れば
クレヨンが強く何度も打ち付けられて盛り上がっている部分もある。たちまちクレヨ
ンはちびたものになっている。

彼はコンコンしながら何を思っているんだろうか？楽しかった場面を思い出してワクワクする感情を表現しているのかしらん？誰かに嫌なことを言われた
場面を思い出してイライラする感情をぶつけているのかしらん。打ち付ける音とリズムが楽しいのかしらん。松澤さんは何も語ってくれないからこそ知
りたくなる。 （ながのアートミーティング アートサポーター 関　孝之 取材）

作者：松
まつざわ

澤 直
な お や

矢
（31 歳・松本市在住）

『無題』2024年制作
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ながの若者スクエア「ふらっと♭」は長野市にあるもんぜんぷら座の３階にある、
若者が気軽にふらっと行ける居場所です。ここでは勉強したり、ぼーっとしたり何で
も OK！「つながりたい！」「やってみたい！」そんな思いをカタチにできる拠点であり、
居場所です。ふらっと♭がオープンしたのは令和５年１０月から。どんな居場所にし
たいか、若者と共にワークショップを重ねながら立ち上がりました。

ふらっと♭は毎週イベントの日があります。ゲームの日や勉強会、哲学対話の日
など。アルバイトとして関わる大学院生の山口さんは、ふらっと♭立ち上げのメン
バー。山口さんは「自分がこれまで経験してきたこともあるけど、哲学対話は人
と人が繋がれる基本だと思うので、ふらっと♭のイベントに取り入れました」と語り

ます。人と話し、共有する、そして共感や気づきが生まれるこの哲学対話は、ふらっと♭
の『つながる、うみだす』というテーマにマッチしたといいます。

取材日に来ていた大学生の志水さんは、いつの間にかふらっと♭が居場所になっていた
と言います。数年前、コロナ禍で大学の授業はオンライン、人との関わりは自粛だったの
で、人と交流したいと思っていた志水さん。子ども食堂などのボランティアで人とつなが
りながら、ワークショップやイベント等に参加をしてきました。「夏は涼しく冬は暖かいので、
もんぜんぷら座に来ていたこともありますけどね」とはにかみながら話してくれました。

ゆるやかに若者同士がつながりながら、そこからうまれる若者の「やりたい！」を応援す
るふらっと♭。相談役のコミュニケーターも隔日で在席しています。気になった方は、ふらっ
と訪れてみてはいかがでしょうか。

ともに学び ともに生きる

多様なニーズや
個性を持った人たちが集まる
セルフヘルプ活動や
ピアサポートなどの取組を
紹介します

ともいき
若者のやりたい！を応援する拠点・居場所 ながの若者スクエア ふらっと♭

ながの若者スクエア「ふらっと♭」
（認定 NPO 法人 長野県 NPO センター）
TEL: 026-223-0051（市民協働サポートセンター）
メール : nagano@wakamonosq.com

お
問
合
せ
先

ホームページ インスタグラム

この日は「哲学対話の日」で、来てい
たみんなで語り合いました


